
4 「交 い の 国」チャレンジ
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 4 「交いの国」チャレンジ

政策 1 地域をむすぶ幹線道路網の整備
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
7

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

地域間の連携を図るためには、より速く、より便利な移動を可能にする道路網の整備

が重要です。

このため、中央自動車道や中部横断自動車道をはじめとする高速交通網の整備や県境

付近の渋滞解消を促進します。

平
成

26年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 中部横断自動車道の整備促進 P.62 県 土 整 備 部

○ 中部横断道沿線地域活性化への支援 P.62 企画県民部�
産 業 労 働 部

○ 新山梨環状道路の整備 P.62 県 土 整 備 部

○ 中央自動車道の6車線化の促進 P.63 県 土 整 備 部

○ 東富士五湖道路と新東名高速道路の接続の促進 P.64 県 土 整 備 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 54,510百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 76,200百万円

前年度までの事業費 55,899百万円

本年度の事業費 20,301百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

生活幹線道路の新規供用延長（行
動計画期間中の累計）

－
17.9㎞

（H26）

19.0㎞

（H26）
106.1



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

地域をむすぶ幹線道路網の整備 ―62―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1中部横断自動
車道の整備促
進

道路橋りょう総務費 中部横断自動車道の整備が円滑に進められるよう、

国から用地買収に関する業務を受託し、更に工事用道

路整備についても受託し工事等を進めた。また中部日

本横断自動車道建設促進期成同盟会等を通じて、国や

中日本高速道路（株）などの関係機関に対する要望活動

を行った。

（ 2,734,752）

1,615,334

【高速道路推進課】
［ 1,119,023］

これにより、事業中区間の（仮称）富沢ＩＣ～（仮

称）六郷ＩＣについては、用地確保や工事が進捗する

とともに、基本計画区間である北杜市～佐久穂町は、

平成26年7月の関東地方小委員会においてルート案

が示されるなど、整備促進に寄与した。

・用地の確保

買収面積1,192千㎡（累計）進捗率99％

平成27年3月末現在

・工事用道路工事の実施 8路線受託、うち4路線完成

・関係機関への要望活動 6回

2中部横断道沿
線地域活性化
への支援

企 画 総 務 費 中部横断自動車道の開通を地域活性化に結びつける

ため、地域特性を踏まえた地域活性化策を計画的に支

援した。

これにより、地域が主体となったプロジェクト推進

協議会等において、プロジェクトの推進が図られた。

（ 2,186）

2,166

【企 画 課】

【商業振興金融課】
商 工 振 興 費

（ 298） ・地域活性化リーディング�プロジェクトへの支援

プロジェクト推進協議会等への運営支援 6件

リーディング�プロジェクトに対する助成 2件

中部横断道沿線地域活性化構想推進協議会の開催

平成27年1月

・物流対策研究会の開催 2回

・物流施設誘致連絡会議の開催 1回

97

3新山梨環状道
路の整備

道路橋りょう総務費 甲府市内に集中する交通を分散し、交通渋滞に伴う

経済的な損失や環境への負荷を軽減するため、国との

連携を図り、新山梨環状道路の整備着手に必要な手続

きを進めた。

これにより、「北部区間」及び「東部区間」につい

ては、平成25年3月に都市計画決定され、県施工区

画である東部区間は、平成25年度に西下条～落合西

ＩＣ間が事業化、平成26年度に落合西ＩＣ～広瀬Ｉ

Ｃ間が事業化となり、東部区間全線が事業化された。

（ 33,819）

【道路整備課】

【高速道路推進課】

26,211

［ 7,607］

・新山梨環状道路（東部区間） 延長7.1㎞



（予算科目 単位

‥

千円）

地域をむすぶ幹線道路網の整備―63―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

4西関東連絡道
路の整備推進

道路橋りょう建設費 本県と北関東地方との連絡を強化し、本県経済の発

展や観光振興につなげられるよう、西関東連絡道路の

建設を推進した。

これにより、山梨市に位置する万力ランプ以北の建

設の進捗が図れた。

（ 2,852,445）

【道路整備課】
2,638,513

［ 213,932］

・甲府山梨道路Ⅱ期区間の整備 延長3.9㎞

このうち万力ランプ～八幡南ランプ

延長2.3㎞供用

5生活幹線道路
ネットワーク
の整備推進

道路橋りょう建設費 地域間相互の交通円滑化を図るとともに、高速道路

をはじめとする基幹的な道路へのアクセス性向上、災

害時における緊急避難路としての機能強化などを目的

として、計画的に国道や県道の整備を推進した。

これにより、地域間の連携�緊急避難路の確保が図

られた。

（ 16,572,954）

13,925,234

【道路整備課】
［ 2,647,720］

道路橋りょう整備費

（ 2,828,493） ・国道、県道の整備

国道139号松姫バイパス 外2路線3箇所

延長7.4㎞

2,093,358

［ 735,135］

6中央自動車道
の6車線化の
促進

道路橋りょう総務費 小仏トンネル付近など上野原ＩＣ以東の渋滞解消を

図るため、6車線化等の改築の実現に向けて、山梨県

高速道路整備促進期成同盟会等を通じ、国や関係機関

に対し要望活動を行った。また、知事を会長として、

平成25年11月に東京都、神奈川県、長野県、相模原

市と「中央自動車道渋滞対策促進協議会」を設立し、

12月に賛同の市区町村とともに総決起大会と要望活

動を行った。

これにより、国土交通省が設置した「首都圏渋滞ボ

トルネック対策協議会」のワーキンググループにおい

て、平成27年3月に小仏トンネル付近などの渋滞対

策の具体的な内容がとりまとめられ、整備促進に寄与

した。

（ 500）

500

【高速道路推進課】

・山梨県高速道路整備促進期成同盟会等を通じた要望

活動の実施 5回



（予算科目 単位

‥

千円）

地域をむすぶ幹線道路網の整備 ―64―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

7東富士五湖道
路と新東名高
速道路の接続
の促進

東富士五湖道路と新東名高速道路を結ぶ国道138号

御殿場バイパス等の早期完成を促進するため、東名�
中央連絡道路建設促進期成同盟会等と連携して、国や

関係機関に対し要望活動を行った。また、静岡県、国

土交通省甲府河川国道事務所、静岡国道事務所及び沼

津河川国道事務所と連絡会を開催し、整備を進めるこ

とを促した。

これにより、平成26年度は設計や用地買収、本格

的な工事整備が進められ、事業の促進に寄与した。

・東名�中央連絡道路建設促進期成同盟会等と連携し

た要望活動の実施 3回

【高速道路推進課】
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 4 「交いの国」チャレンジ

政策 2 公共交通の利便性向上の促進
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
9

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

地域の経済、産業、社会に大きなプラス効果をもたらすリニア中央新幹線の早期実現

に向けて積極的に取り組むとともに、リニア開業後の本県全体の活性化方策について検

討します。

また、時代の変化に対応した公共交通の活性化に取り組みます。

平
成

26年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ リニア中央新幹線の早期実現 P.66 リニア交通局

○ 山梨リニア実験線の早期完成�活用 P.66 リニア交通局

○ リニア活用基本構想の策定 P.67 リニア交通局

○ 中央東線の高速化及び利便性向上の促進 P.67 リニア交通局

○ パークアンドライドの推進 P.68 リニア交通局

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 780百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 2,422百万円

前年度までの事業費 2,025百万円

本年度の事業費 397百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

リニア見学センター入館者数（累
計）

1,667,387人

（H22）

2,050,000人

（H26）

2,120,246人

（H26）
118.4

市町村が運行するバス路線数
94路線

（H22）

114路線

（H26）

105路線

（H26）
55.0



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

公共交通の利便性向上の促進 ―66―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1リニア中央新
幹線の早期実
現

企 画 総 務 費 リニア中央新幹線の早期実現を目指し、関係団体等

との調整を進めた。

これにより、平成26年10月に、中央新幹線の工事

実施計画が認可され、2027年の開業に向けて事業着

手された。

また、平成26年4月に開館した、リニア見学セン

ター新館「どきどきリニア館」は、リニアを間近で見

られる施設として、県内外から26万人を超える方々

に来館いただいた。

・関係団体等との調整

ＪＲ東海、関係都府県等との打合せ

・許認可事務に係る課題整理、合理化�迅速化の実施

関係都府県等との打合せ

・リニア見学センター等を活用した普及�啓発活動の

実施

山梨リニアファンクラブ会員の募集

新規会員951人増

観光物産展、キャンペーンでのＰＲ活動の実施

リニア見学センターの管理運営

（ 147,747）

144,082

【リニア推進課】

2リニア中央新幹線
建設促進山梨県期
成同盟会への支援

企 画 総 務 費 リニア中央新幹線の早期実現に向け、リニア中央新

幹線建設促進山梨県期成同盟会が行う要望活動や普及�
啓発活動を支援した。

これにより、早期実現に向け前進が図られた。

・陳情�要望活動の支援

国への要望 2回 平成26年6月、11月

・広報�啓発活動の支援

県民の日への出展

（ 5,468）

5,468

【リニア推進課】

3山梨リニア実
験線の早期完
成�活用

リニア中央新幹線の早期実現を目指し、県民世論の

醸成に向けて、リニア実験線における体験乗車の再開

に向けて取り組んだ。

これにより、平成26年11月からＪＲ東海が主催す

る体験乗車が再開されるとともに、県民向けの体験乗

車についても平成27年度に4日間開催されることと

なった。

【リニア推進課】

・体験乗車の再開に向けた要望活動

国への要望 2回 平成26年6月、11月



（予算科目 単位

‥

千円）

公共交通の利便性向上の促進―67―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

4リニア活用基
本構想の策定

企 画 総 務 費 リニア中央新幹線開業のメリットを最大限活用する

ための、リニア活用基本構想の策定を受け、リニア駅

周辺整備基本方針の策定に向けた検討を行った。

・基本方針策定業務委託の実施

・駅周辺整備検討委員会の開催 3回

（ 22,238）

【リニア推進課】
7,535

［ 14,702］

5リニア交通局
の設置

リニア中央新幹線の開業を見据えた関連施策及び公

共交通の活性化などを総合的に実施するため、リニア

関連業務と総合的な交通政策の施策�事業を推進した。

・リニア中央新幹線関連施策の検討

・公共交通活性化施策及び交通安全施策の検討�実施

【リニア推進課】

6中央東線の高
速化及び利便
性向上の促進

交通安全推進費 中央東線の高速化や利便性を向上させるため、沿線

都県と連携する中、中央東線高速化促進広域期成同盟

会の普及啓発活動を通じて世論を喚起するとともに、

国やＪＲ東日本等に対する要望活動を行った。

これにより、平成27年3月のダイヤ改正において、

上り特急「あずさ8号」が東京駅まで延長された。

また、平成26年4月から、長坂駅、小淵沢駅にお

いてＩＣ乗車券が利用できるようになった。

（ 200）

200

【交通政策課】

・中央東線高速化促進広域期成同盟会総会の開催

平成26年8月

・ＪＲ東日本八王子支社との協議 5回

・ＪＲ東日本への要望活動 平成26年10月

・国への要望活動 平成26年11月

7中央線特急定
期券の導入

中央線の利便性向上を図るため、ＪＲ東日本八王子

支社との協議の場において、中央線通勤通学用特急定

期券の導入に向けた検討を行った。
【交通政策課】 ・ＪＲ東日本八王子支社との協議 5回

・ＪＲ東日本への要望活動 平成26年10月



（予算科目 単位

‥

千円）

公共交通の利便性向上の促進 ―68―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

8地域の日常生活を
支えるバスネット
ワークの確保

交通安全推進費 地域における日常の移動手段を確保し、県民の交通

利便性を向上させるため、路線バスの運行支援などを

行うとともに、市町村の主催する地域公共交通活性化

協議会等において、広域的な観点から利便性が高まる

よう助言等を行った。

これにより、広域幹線バス路線の確保と、市町村が

運行するコミュニティバス、デマンド交通の定着が図

られた。

（ 109,354）

109,293

【交通政策課】

・広域幹線バス路線の確保維持のための支援

28系統

・市町村が自主運営するバス等に対する支援

56系統

・地域ニーズに対応した地域公共交通活性化への支援

地域バス路線検討会 6回

市町村主催の地域公共交通活性化協議会等におけ

る助言等 22回

9パークアンド
ライドの推進

交通安全推進費 車に依存しすぎない交通体系を目指すモビリティマネ

ジメントなどの関連施策として、公共交通の活性化に資

する環境にやさしいパークアンドライドを推進した。

これにより、イオンモール甲府昭和の駐車場を利用

したパークアンドバスライドは、平成26年度以降本格

運行されることとなった。

（ 980）

【交通政策課】
676

・山梨県交通政策会議の開催 4回

・パークアンドライドの推進

バス路線沿線企業等へのＰＲ

平成26年4月～平成27年3月

・パークアンドライドの普及啓発

エコ通勤研修会でのパークアンドライドのＰＲ

エコ通勤トライアルウィークにおけるパークアン

ドライドの利用促進
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 4 「交いの国」チャレンジ

政策 3 交流を支える都市基盤整備の推進
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
6

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

県都の玄関口である甲府駅南口周辺地域の景観整備を推進し、本県にふさわしい美し

く風格のある街並みを創出します。

また、人にやさしく都市機能が集約した都市づくりに取り組みます。

平
成

26年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 甲府駅南口周辺の景観整備の推進 P.70 県 土 整 備 部

○ 県庁敷地のオープン化の推進 P.70 総 務 部

○ 交差点の整備推進 P.70 県 土 整 備 部

○ 電線類地中化の推進 P.71 県 土 整 備 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 22,420百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 23,688百万円

前年度までの事業費 18,103百万円

本年度の事業費 5,585百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

主要渋滞ポイントにおける渋滞交
差点改良箇所数

20箇所

（H19～H22）

40箇所

（H23～H26）

43箇所

（H26）
115.0

電線類地中化延長
13.2㎞

（H19～H22）

26.4㎞

（H23～H26）

28.0㎞

（H26）
112.1



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

交流を支える都市基盤整備の推進 ―70―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1甲府駅南口周
辺の景観整備
の推進

緊急街路整備費 甲府駅南口周辺地域を県都の玄関口にふさわしい美

しく風格ある街並みにするため、平成25年3月に策

定した、駅前広場等の再整備に関する実施計画に基づ

き、景観やデザイン面に配慮した詳細設計を進めると

ともに、西側工区及び中央工区の工事に着手した。

これにより、甲府駅南口周辺地域の再整備の推進が

図られた。

（ 1,152,115）

756,862

【都市計画課】
［ 395,253］

・一般車ロータリーと駐輪場の整備（西側工区）

平成26年2月～平成27年9月

・公共交通ロータリーの整備（中央工区）

平成27年2月～平成28年3月

2県庁敷地の
オープン化の
推進

財 産 管 理 費 県民�観光客が利用しやすい開かれた県庁となるよ

う、「オープン県庁敷地整備計画」に基づき、県庁敷

地の外構工事に着手した。

これにより、県庁敷地のオープン化に向けての推進

が図られた。

（ 178,271）

138,915

【管 財 課】
［ 593］

・県庁構内外構工事 平成26年7月～平成28年3月

3新たな都市づ
くりの促進

街 路 事 業 費 都市計画区域マスタープランで位置づけた拠点エリ

ア内で行われる土地区画整理事業を支援し、良好な市

街地環境を確保するとともに、行政、教育、文化、商

業などの都市機能の集約を促進した。

これにより、健康で文化的な都市生活ができる宅地

を提供し、機能的な都市活動に必要な基盤となる道路

や公園などの公共施設整備に寄与した。

（ 447,429）

【都市計画課】
361,580

［ 85,849］

・甲府駅周辺土地区画整理事業の促進

・常永土地区画整理事業の促進

4交差点の整備
推進

道路橋りょう建設費 交差点における渋滞の解消や、安全性、走行性の向

上を図るため、右折�左折レーンの設置等を推進した。

これにより、交差点での円滑な通行、安全性が確保

された。

（ 1,125,859）

【道路整備課】
964,669

［ 161,190］

・交差点の改良

甲斐中央線の河西交差点 外9箇所道路橋りょう整備費

（ 66,486）

30,207

［ 36,279］



（予算科目 単位

‥

千円）
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

5電線類地中化
の推進

道路橋りょう建設費 魅力ある景観を創出するとともに、安全で快適な道

路空間を形成するため、電線類を地中化する電線共同

溝の整備を進めた。

これにより、快適な歩行空間の確保と魅力ある景観

づくりに寄与した。

（ 1,452,945）

【道路整備課】

【道路管理課】

【都市計画課】

1,128,829

［ 324,116］

道路橋りょう整備費 ・電線類の地中化

主要地方道甲府市川三郷線（甲府市国母地内）

外11箇所 延長5.9㎞

都市計画道路高畑町昇仙峡線（甲府市千塚地内）

外2箇所 延長0.8㎞

（ 231,963）

182,839

［ 49,124］

街 路 事 業 費

（ 472,564）

378,620

［ 93,944］

6街路の整備推
進

街 路 事 業 費 人にやさしく都市機能が集約した都市づくりを目指

し、市街地の街路の整備を行った。

これにより、交通の安全性を確保し、人にやさしい

交通環境の創出に寄与した。

（ 3,318,896）

【都市計画課】
1,642,923

［ 1,675,973］

・街路の整備

都市計画道路古府中環状浅原橋線

（甲府市中央地内）

外3箇所 延長1.76㎞
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